
鮮
究

↓毛
要常
^

ヽ ｀

屯

藻
代
耗
の

一
名

所て

一

後
漠

の
計

に

ら
詫

文

字

■

生

十

三

上

株

つ
市

工
経

つ
キ

を

，

！

〓

一
一＝
白
■

色

也
一

と

い
ユ
、

同

Ｌ

く

れ

の
手

を

群

い
て

「
縞

梓

こ

也
上

と

い
ふ
だ

ん

る

一一
岩

崎

奈
市

車

士

卒
束

枚

託

“
″

字

を

始

め
と

，

■

存

諾

不
足

て
声

さ

う
な

つ
て

え

る
ｔ
然

る

に
、

と

の
一虫
怖

と

に
前

漠

吉

地

押

志

の

一
枚

佳

玄
械

布

」

と

，
る

に
Ｌ

し
モ

、

一よ
共

也
、　
被

神

者

せ
、　
格

仲
寧
ム
Ｌ
、　
沖

（
ィ打

語

〓
一
≡…″．４「
■
、

言

成

井

対

■

及
怖
一
支

＝
一

と

…‐、
ひ
、

な
ほ

■
記

売

上
ユ

十

の
高

馬

古

「

列
■

及

び
女
差

手
・庁
賦

”
　

立

阿
鋭

瑞

汁
ヤ布
‐
・
い
句

に

ヽ

「
布

庁

丈

化
卸

今

町

謂

芸

者

也
上

と

い
マ

ヤ占

上

詫

明

を
下

！

て

る

る

、工
引
一坐

ス
声

一
右
岸

支

也
」
一
，一
解

群

し

た

の

Ｆ
、

恐

ヽ

く

古

丈

，

牛

に
十

つ

た
ヽ
●
と
■
測

喜
た
ち
■
ら
、
■
一代

”
託
丈
■
キ

■
〓
今

●
刊
行
本
と
共

■
つ
ｒ
）
一′有
辞
支
也

！
上
記

る

≡ど
・！
．
イ
）
る
た
う
一
一
あ
∴
〓
■

一ヽ

わ
一一
大
一若
Ｆ
ユ．卜●
岸
キ
上
卜
、

美

古
丈
布
岸

ｉ

也
、

Ａ
史

花
可
ヽ
Ｈ

々
一件
工
圭

■
漢

キ
地
理
た
丈
主
千
虚
ば
計
誇

之
則
鮮

色
支
都
肝
支

紫

一■

庁走

ｉ

一
ヤ

〓

■

士

≡

す

Ｐ

〓

一
ｆ

「

■

■

≡
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）

一
■

序

年

に
車

門

ｉ
技

げ

ギ
ャ
わ

六

■
そ

坑
一れ
”

一
Ａ
来
村
布

在
ネ
」

の
句

に
、
再
師
ｔ

Ｆ
注

・案
託
文
昭
準
自
洋
色
、
以
度
雅
及
を
抗
侑
註
護
之
剖
肝
色
亦
辞
拝
支
蚊
れ
」
舗

二
市
じ
て
れ
る
．
恐
ら
く
庁
代
の
註
・文
序
宇
に
よ

五
荘
亀
岸
支
也
」
と
見
え
て
ん
だ
Ｌ
の
と
察
せ
ら
れ
る
の
千
転
中る
．

さ
れ
ば
、
段
玉
成
に
岸
支
が
鮮
色
と
謀
ま
っ
だ
理
由
に
北
い
て
自
読
を
提
出
ぃ
て
れ
る
ｊ
卸
ち
を
つ
充
文
解
年
た
杭
十

三
上
に

一
荘
『
岸
色
也
」
■
一あ
る
を
討
し
て

「
準
白
昨
Ｅ
也
」
と
烏
Ｌ
、
と
に
注
し
て
、

Ｅ
多
本
作
色
、
今
正
、
下
文
云
．
石
拝
厄
也
≡
今
本
通
年
と
、
用
比
と
一れ
亦
同
、
電
典
支
舌
同
、
結
局
鮮
支
、
経

鳥
一拝
支
之
白
者

と
‐！、
い
、
ス

一
ｆ
肝
色
也
」
と
あ
る
を
改
め
て

一，れ
鮮
亡
也
」
と
鳥
し
、
セ
に
と
し
て
、

告
不
作
昨
色
、
今
正
、
注
芋
地
球
志
挿
古
〓
れ
序
交
也
、
司
巧
＝
埼
停
正
同
事
■
、
■
本
詫
丈
１１
時
未
訳
、
キ
支

亦
作
に
、
興
十市
色
也
、
一■
獲
ど
一報
岸
支
皮
結
一と
、
許
謝
稿
部
昨
文

と
延
ベ
ヤ
けん
る
，
何
＝
に
せ
よ
、
乱
文
好
年
試
本
に

一
れ
岸
色
也
」
と
ん
う
、
又

Ｆ
寸
【
市
色
上
に
と
ぁ
る
い
は
、
そ

の
意
義
か
ら
し
て
解
し
難
，
こ
市
か
も
現
行
詫
文
好
■
に
よ
往
存
に
Ｌ
て
誤
牛
ガ
存
在
す
る
の
で
あ
つ
て
、
何

ヘ
ド
を

生
七
下
錦
つ
牛
に

一
錦
裏
色
校
文
と
」
と
あ
る
の
ｒ
明
か
に

定
響
！一Ｌ
織
主
也
」
の
誤
で
あ
る
．
現
に
静
蘇
生
本
の
乱

文

解

宇

に

Ｌ
立

浜

に

百
荘

Ｌ

載

文
也

」

と

記

る
さ

れ

て

る

る
ｊ
江

代

襲

邑

（
河
市

省

昨

塚

）
■
筑

輛

”
喫

辻

地

‐
上

し

て

塩

名

を

た

セ

だ
一
ｒ
●

‐す、、

太

卒

■

■

■

引

の
“

営

風
俸
≡

た

Ｆ
中十奮

〕
有

市
市

藻

錦

」

Ｆヽ
・ｐ
ム

一ｉ
水
在

■

所

引

”
Ｈ
■

に

一
順

商

ｒ
■

オ
花
牢
水
、

設

峰

庫

昨
換

之

問

試

え

■

、　

式

子
車

両

御

脱

出

モ

」

卜
一あ

っ
、
　

な
ほ

王
充

冷

術

ギ

村

競

に

一
真

」

俗

紀

算

！・一
た

い
い
、

生
良

苦

典

帆

志

に
禁

＝

を
エ

ベ

だ
土

仁

に
、
「
告

載

成
、

い

マ

ー

屯

蔵

之

云

」
と

い

■
て

る

，！
“
で
在

牢

〓

れ
，を
の

で

あ
する
一ｆ
比
れ

の
如

く
在

Ｌ

”
≡
」
”
中

よ
干

キ

ヤ
一
不
工

ｒ

下
一
Ｌ
・く

記

を

キ
一
止
て

ヽ

み

一
、

同

ど

く

徒

板

で
あ

る
■

氏
茂

■

の
す
文

■

年
拒

群

に
ｒ
早

く

！
誤

つ

て
色

”
手

に
な

つ
て

る

る

ャ
邸

ろ
現

行

本

の

一
Ｌ

と

二

上

あ

る

う

も

巳

に
束

代

か

ら

の
誤

ネ

で

み

る

こ

十二
デ
根

峰

さ

れ

る

．
化

つ
て
芹

支

（
克

〓
芹

厄

）
が
辞

色

と

試

つ
た

と

い
■
任

殿

市

氏

●
誌

に
当

し

て
余

☆

二
賞

せ

を

表
す

る

Ｌ

の
で

あ

る

フ
併

乍

∴
・杵

色

を

鮮

支

と

し

て
も

文
辞

Ｅ

と
し

て

も

を

つ
意

義

よ
伎

共

と

し

て

不
可

解

二
い
Ｌ

“
だ

な

―
，
な

い

，
又
任

登

商

氏

と

も
之

れ

が
解

群

を
卑

へ
て

乃
・在

い
。

余

一■

一
～
て
の
■
一
圭
す
ど
工一
ブｔこ一■
，
る

ヰ
十
元

つ
ギ
■
肝
一又
た

い
ヽ
アと、　
一

一々
十
一■
｛
一、
■
っ
れ

一
生
れ
すよ
ぶ
高
』
一祥
一文
一■

‐う
工
生
■
ギ
Ｆ
さ
れ

定
一市い
の

不

す
よ
に
一■

，
す
し一一
【
一
，し
ｒＬ
中え
・
ふ
，ヽ
≡

玉

一れ

の
本

官
亨

一苦

文
成

う

上

か

……、一手

た

て
見

る
と

、

一九
ギ

第

一
に
れ

に
生

鳥

で
あ

る

ャ
に

大
持

ｌｉ
群

■

に
、

王

制

、

市

友

市
を

老
、

正
走

古

色

生

稿

画
布

、

工
藻

、

弟

手
布

特
、

正
義

以

生

南

鳥

帯

、

市

モ
ま

社
、

工

尭

続

是

生
補
所
近
■
、
室
度
狂
市
禄
也
、
■
避
雪
店
円
Ｌ
叫
再
坂
同
布
、
十
不
引
よ
惟
布
や
也
、
考
練
烏
ネ
れ
、
市
烏
生

渋

ｔ

れ

の

一
〓

だ

一中
丈

ア
イ．
抗

い
て
（
下

「

よ

人

ツ
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十
■一，
一一

一卜
ｔ
科
う
一
十一ュ
キ
■
一に
札

い
十
一
京
ｈ
よ
人
！

鳥
、
争
本
■
お
而
質
叫
降
同
、
士
京
荘
〓
以
練
訓
市
Ｌ

と
い
い
、
布
■
生
れ
て
テ，
る
デ
、
そ
の
頂

”
降
似
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
時
に
熱
吊
て
あ
る
べ
〓
村
と
同

一
記
さ
れ
る

こ
ｔ
ｉ
計
い
て
・，
■

十支
ヰ
”
■
訓
の
何
と
し
て
と
、
と
■
市
な
う
質
末
う
近
似
の
も
の
を
以
て
停
群
す
る
こ
■
手

ぁ

る
み
ら
、
侵
今
布
志
二
物
上
生
熟
●
直
列
■
み
る
に
せ
ょ
、
雨
者
を
混
同
一赳
通
し
七
相
互
”
手
訓
た
す
る
の
も
た
ょ
屯

任
む
に
足
ｉ
な
い
．
雲
す
る
に
以
上

ら
■ｔ‥
駄
よ
う
ｆ
る
と
、
布
に
生
鳥
即
ち
生
兼
を
以
て
統
っ
た
結
布
ｔ
Ｌ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
）
衣
上
布
と
細
神
ｆ
れ
る
一
と
大
棒
二
洋
者
に
乏
に
蘭
す
る
文
歳
を
琴
げ
て
、

誇
、
布
友
■
‐‐―
、
正
義
布
相
者
と
、
戦
日
策
、
荘
せ
之
膝
、
不
能
年
魯
布
、
誌
然
刑
布
尭
読
柑
不
染
、
故
色
白
也
、

た
利
宅
れ
、
察
れ
れ
布
、
布
誌
布

一
日
対
十
、

江
市
子
兵
に
前
、　
昨
石
持
れ
た
者
、

千‐‥
布
細
祈
せ
、

注
苦
食
生

さ
、
Ｌ
森
単
一布
．
部
十
■
市
は
宗
ｕ
、
十
之
荷
白
者
ｔｌｉｔ、
住
ま
キ
ーー１１１
市
紀
、
技
隊
〓固
雑
交

普
布
キ
、
計
柑
之
精

白
者
Ｌｉ
．布
、
小
荷
惟
、
十
乏
精
者
■
れ
、
店
幕
一れ
却
■
■
、
丈
注
手
一呼
ば
、
輪
符
布
、
司
ヽ
庭
「
為
細
ｆ
也
、
育

止
誰
吉
、
十
結
何
在
市
、
註
引
小
荷
狂
口
村
と
椅
者
Ｈ
“

と
い
ひ
、
乏
に
使
う
市
を
在
定
し
て

一
今

之
生
志
詩
補
、
其
近
千
布
蚊
」
と
い
ネ
て
ん
る
．
此
年
一】の
文
獄
■
ち
見
る

と
、
一れ
に
注
い
補
下
て
み
る
こ
ｔ
メ
・知
ら
れ
る
．
第
二
に
卜
一柿
Ｌ
十一京
で
あ
る
）
任
氏
に
祥
符
に
、

た
前
記
魂
、
４
＝
市
布
、
市
ｉＦ！ｌｉ
布
〓
也
、
ド
苦
高
帝
紀
、
兵
告
品
ま
、
十１！……
れ
白
〓
也
、
Ｌ
良
常
、
ｒ
布
素
馬
頃
、
―ｌｉｌｉ

古
ｉ……―‥
、
布
島
茉
也
、
キ
安
問
停
、
弘
≡
之
共
力
、
イ
花
入
■
布
、
師
古
古
、
市
ま
也
、
楽
〓
に
、
大
…，こ
以
上
去
十
、

士
十

杵

、

ま

，ど

生

Ｌ
相

近
、

高

去

生

車
ネ

、

士
帯

用

神
、

在

凍

大

夫

以

上

位
、

文
考

小
荷

い

日
、
＝

〓
補

イ

門
稿
、

十

之

紀

者

５
チ

、

市

報

於

〓
、

大

夫

以

上
林

素

、

丼

手

に

対

杭

者

、　
考

古
一子

偏

神

、

錦

至
文

紳

、　
光

子

紳

得

川

卸

、

狩
弟

子

朴

得

Ｈ

キ
‐
……

也
、

革

弟

手

夫
社

遠

叫
、

不

虫

大

夫

技

城

糧

也
、

工
夜

、

子‐
‐
……
社
芸

枚
、

正
義

去
、

常

昨

禁

乏

時
、

輸

廷

”

〓

前

古

、

若

説

■

乏
後
、

枚

中
孝

子
工

情

、

一波
”

以

素

社
、

以

芸

査

於

キ
‐…
……
、

叫
説

凡

肌

以

祉
者

烏

三
、

細

者

お

旺

、

孔

正
義

討
、

素

〓

於

十１
す
ｆ

品

中

哀

情

、

可
夕以

誰

小

爾

猛

沼

之

糧

者

鳥

素

央

と

に・（
ふ
て

め

る

。
任

氏

Ｌ

キＩ
Ｔ
～

〓

三
物

の
川
を

論

じ
、

輸

”
活

に
し

て
ま

ら
粗

衣

る

こ
と

を

述

べ

て

る

る

が
、

流

文
解

キ

や

三

市

上

二

菜

を

解

程

し

才十一向

紋

千

と

い
ふ

て

ゐ

る
か

生

市

を
業

上

同

一
記

す

る

の

■
支

邦

の
手
訓

法

か

ち

舛

て
某

理

や

な

い
ぅ

侵

令

村

と
芸

と

よ

刃

物

で
あ

る

に

せ

よ
、

此

等

の
文

巌

か
ら
れ

が
無

地

の
相

布

で
あ

る

こ
と

が

打

ら

れ

る
．

数

上

十
一襟

合

す

る
と
、

札

二

喪
地

う
説
卜

今

絡
だ

あ

る
。

所

私
託

文

ｒ

宇

に
継

を
特

に

一モ白

鮮

支

也
」

と

い
ふ
に

当

≡
て
、

祐

よ
■

に

一
中杵
支
也

生
と

字

せ
ら

れ

て

あ

る

み
ら
、

れ

が
程

に
比

し

て
よ

う
範

白

て
Ｌ
ぶ

こ
と

が
推

想

さ

れ

ウ●
ら

イ
Ｌ
乃
ウつ
ソ

芸

と
年

一ご
い
る
．
李

登

●
墓

～

に

よ
キ

十
一布

／
Ｌ
一同

宇

と

し

て

あ

る

が
、
一一成
丈

解

宇

に

よ
ｔ

４
官
」
川
年

に
点
一
れ

て

あ

る
、，

之

た
批

い
て
控

王
☆

は

攻
ち

焔

く

い
ふ

て

ゐ

る
．

一堪
世
、

東

ル
注

口
、

す
、

す

■

岳

之

、

今

之
荘

也
、

用

稗

、

将
長
質
、
〓
Ｈ
去
岳
今
工
村
字
、
十
控
許
対
キ
ユ
一市
各
竹
、

一よ
卜
す
「
の

一
■
工
に
い
す
ｒ

一
一れ

一
一
≡

丁
一
「

よ

人

）

素
か
た
日
、
芸
沙
キ
今
之
白
緯
地
、
群
文
中
引
注
文

子
近
所
長
珠
、
二
硝
と
革
Ｌ
、
白
科
荘
、
不
討
組
也
、

十）一
！・一・一
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ｔ
ｉ一
四

布
禁
科
名
Ｌ
、
年
よ
ぢ
、
李
章
作
撃
項
時
己
夫
共
存
兵

に
「
絹
岬
委
花
生

Ｆ
，
る
女

……デＬ肇
・Ｌ裁
に
と
，
〓
一キ
・怖
つ
て
一
”間
姉
挙
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Ｌ
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梢
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茶
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史
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